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ヨハネの黙示録1:-3: 

黙示録の7つの教会の手紙、2章から3章のところの分析をして、1(エペソ),2(スミル
ナ),3(ペルガモ),4(テアテラ),5(サルデス),6(フィラデルフィア),と歴史順に並んでいる。創
世記(エペソ),、出エジプト記(スミルナ)、民数記(ペルガモ)がモーセの律法。そして、王
たちの歴史(テアテラ)、預言者(サルデス)、エズラ・ネヘミヤ(フィラデルフィア)の捕囚
の預言者の書物。この大きな歴史の2つの流れに従って書かれていて、7番目は創造の7
日と一緒で、6と1に分かれます。 

7のラオデキアの教会の対象になっている時代は、使徒行伝と手紙。AD30年から70
年まで。福音書から始まった新しい創造の途中の時代、70年までの時代が書かれていま
す。ここも6つの段落に分けられます。6つの段落に分けてみると、この最初の6つの手
紙と並行しているような言い方がそれぞれあって、ラオデキアの時代は、創造から新し
い第2の神殿が作られる時代全体の裁きが来ている。古い時代の最後の終わりの日なの
だということがわかるような位置付けになっている。 

最初は「忠実で真実な証人」となっていますけれど、ペルガモの中にある忠実な証人
アンテパスというところがキーワードになっています。最後がテアテラ。テアテラの教
会は「勝利を得る者には」というところですけれど、「神の子が父からの支配の権威を
受ける」と言っているのは、「父の御座につきます」と言っているのと同じことになり
ます。この2つの段落が頭とおしり、1256,1256と並んでいます。 
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1が「初めの愛から離れる」「いのちの木の実を食べる」なのですけれど、口から吐
き出すのは食べたものを吐き出す。こちらは、食事する、一緒に食べるという話があり
ます。愛ということですけれど、熱心が妬む神の熱心ですから、熱心と愛が並行してい
ることばです。そして口から吐き出す。ここは特にエペソかなと。スミルナのところは、
逆といえば逆です。スミルナは貧しさを知っている、でも実際あなたは富んでいると言っ
ているのに対して、豊かだと自分では言っているけれど、実は貧しくて裸ですと言って
いるのが、スミルナの手紙と17節。サルデスのところは、目を覚ませ、目を覚ませ。白
い衣を着せられる。ここの18節に、目が見えるように目にぬる薬。それと、恥をあら
わさないための白い衣ということで、直接きます。19、20節のところは「愛する者を
叱っているので、熱心になって悔い改めよ」と言っていますが、3章9節で、「私があな
たを愛していることを知っている」と言っているように愛の話があります。それと、戸
を開くかぎ。それと、外に出て行くことがない。こちらは、外にいるのですね。キリス
トが外で叩いている。ここはマタイ24章のところを思い出します。戸を開けて一緒に食
べますよということを言っています。エペソ、スミルナ、サルデス、フィラデルフィア
の順番にはなっていますけれども、エペソとフィラデルフィアは並行しています。熱い
ことと、食べることと、愛。スミルナ、サルデスは、貧しい、豊かという話と、盲目で
ある、裸である。実は持っていないという話ということで、abbaの並行なのですけれど、
エペソ、スミルナ、サルデス、フィラデルフィアの手紙を見ると、出だしがエペソとサ
ルデスが同じである。似ている。スミルナとフィラデルフィアには、サタンの会衆に属
するユダヤ人だと自首する者がとなっていますが、ababという並行がありますので、こ
の2つずつ(エペソ、スミルナ／サルデス、フィラデルフィア)がセットですということが、
それを見てもわかると思いますので、1から6までの手紙の内容をもう一度確認して、ラ
オデキアの手紙の時代、この黙示録が書かれた時代に対する裁きの宣言である、警告の
手紙であるということがわかります。 
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